
(57)【要約】

【課題】胃等の検知部位の撮影において死角を生じさせ

ない上、異常を検知した場合に当該異常箇所の検知部位

における位置を容易に把握できるカプセル型内視鏡を提

供する。

【解決手段】カプセル型内視鏡１は、球状に形成された

カプセル２内に４つのカメラ４ａ，４ｂ・・が設置され

ており、同一の姿勢で同時に全方位の「映像情報」を入

手することができるようになっている。また、カプセル

２内には姿勢センサ５が設置されており、その姿勢セン

サ５が検出した自己の姿勢に関する「姿勢情報」を外部

に出力することができるようになっている。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 生 体 内 部 に 留 置 さ せ た 状 態 で 生 体 内 部 の 画 像 情 報 を 得 る た め の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 で あ っ
て 、
　 球 状 に 形 成 さ れ た カ プ セ ル の 内 部 に 、 少 な く と も ２ つ 以 上 の カ メ ラ が 内 蔵 さ れ て お り 、
同 一 の 姿 勢 で 同 時 に 全 方 位 の 画 像 情 報 を 得 る こ と が 可 能 な カ プ セ ル 型 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
　 カ プ セ ル の 姿 勢 に 関 す る 姿 勢 情 報 を 得 る た め の 姿 勢 セ ン サ が 内 蔵 さ れ て お り 、 そ の 姿 勢
セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ た 姿 勢 情 報 を 外 部 に 出 力 す る こ と が 可 能 な 請 求 項 １ に 記 載 の カ プ
セ ル 型 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
　 各 カ メ ラ が 、 カ プ セ ル の 表 面 で あ っ て カ プ セ ル に 内 接 す る 正 四 面 体 の 各 頂 点 に 相 当 す る
位 置 に 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の カ プ セ ル 型 内
視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 生 体 内 に 留 置 さ せ た 状 態 で 生 体 内 部 の 撮 影 を 行 う た め の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に
関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 と し て は 、 特 許 文 献 １ の 如 く 、 カ プ セ ル 内 に Ｃ Ｃ Ｄ 、 Ｌ Ｅ Ｄ 、
制 御 回 路 、 生 体 内 情 報 セ ン タ ー 、 電 池 等 が 設 け ら れ て お り 、 生 体 内 部 に お い て Ｌ Ｅ Ｄ に よ
る 光 を 照 射 し た 状 態 で Ｃ Ｃ Ｄ に よ り 映 像 を 入 手 し 、 そ の 映 像 を 制 御 回 路 と 生 体 内 情 報 セ ン
サ に よ っ て 外 部 に 出 力 す る も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ３ ２ ７ ４ ４ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ の よ う な カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に よ れ ば 、 被 検 者 が カ プ セ ル 型 内 視 鏡 を 経 口 す る
だ け で 、 非 常 に 容 易 に 生 体 の 内 部 を 撮 影 す る こ と が 可 能 と な る 。 し か し な が ら 、 特 許 文 献
１ の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 は 、 カ プ セ ル の 先 端 に １ 台 の カ メ ラ の み が 設 置 さ れ て い る だ け で あ
る の で 、 検 知 部 位 の 全 て の 部 分 を 撮 影 す る こ と が で き な い （ す な わ ち 、 撮 影 に お い て 死 角
が 生 じ て し ま う ） 。 加 え て 、 カ プ セ ル が 細 長 く 形 成 さ れ て い る た め 、 生 体 内 部 の 細 長 い 空
間 内 を 流 下 す る 際 に は 、 そ の よ う な 傾 向 が 顕 著 に 生 じ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 従 来 の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 が 有 す る 問 題 点 を 解 消 し 、 胃 等 の 検 知 部
位 の 撮 影 に お い て 死 角 を 生 じ さ せ な い カ プ セ ル 型 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と に あ る 。 ま た 、 異
常 を 検 知 し た 場 合 に 、 そ の 異 常 箇 所 の 検 知 部 位 に お け る 位 置 を 容 易 に 把 握 す る こ と が 可 能
な カ プ セ ル 型 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 か か る 本 発 明 の 内 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 発 明 の 構 成 は 、 生 体 内 部 に 留 置 さ せ た 状 態 で
生 体 内 部 の 画 像 情 報 を 得 る た め の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 で あ っ て 、 球 状 に 形 成 さ れ た カ プ セ ル
の 内 部 に 、 少 な く と も ２ つ 以 上 の カ メ ラ が 内 蔵 さ れ て お り 、 同 一 の 姿 勢 で 同 時 に 全 方 位 の
画 像 情 報 を 得 る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 発 明 の 構 成 は 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 発 明 に お い て 、 カ プ セ ル の
姿 勢 に 関 す る 姿 勢 情 報 を 得 る た め の 姿 勢 セ ン サ が 内 蔵 さ れ て お り 、 そ の 姿 勢 セ ン サ に よ っ
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て 検 出 さ れ た 姿 勢 情 報 を 外 部 に 出 力 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た 発 明 の 構 成 は 、 請 求 項 １ 、 ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 発 明 お い
て 、 各 カ メ ラ が 、 カ プ セ ル の 表 面 で あ っ て カ プ セ ル に 内 接 す る 正 四 面 体 の 各 頂 点 に 相 当 す
る 位 置 に 設 置 さ れ て い る こ と に あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た カ プ セ ル 型 内 視 鏡 は 、 カ プ セ ル が 球 状 に 形 成 さ れ て い る の で 、 生
体 内 部 （ た と え ば 、 消 化 器 内 部 ） を ス ム ー ズ に 流 下 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 カ プ セ ル
内 に 複 数 の カ メ ラ が 内 蔵 さ れ て お り 、 同 一 の 姿 勢 で 同 時 に で 全 方 位 の 映 像 を 入 手 す る こ と
が で き る の で 、 撮 影 に お い て 死 角 を 生 じ さ せ ず 、 所 望 す る 部 位 （ た と え ば 、 胃 等 の 臓 器 ）
を く ま な く 検 査 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た カ プ セ ル 型 内 視 鏡 は 、 カ プ セ ル の 姿 勢 に 関 す る 姿 勢 情 報 を 外 部 に
出 力 す る こ と が で き る た め 、 検 査 部 位 に 異 常 が 見 ら れ た 場 合 に は 、 そ の 異 常 が 検 知 さ れ た
映 像 情 報 と 、 出 力 さ れ た 姿 勢 情 報 と を 対 応 さ せ る こ と に よ り 、 そ の 異 常 箇 所 の 検 査 部 位 に
お け る 位 置 関 係 を 容 易 に 把 握 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た カ プ セ ル 型 内 視 鏡 は 、 各 カ メ ラ が カ プ セ ル に 内 接 す る 正 四 面 体 の
各 頂 点 に 相 当 す る 位 置 に 設 置 さ れ て い る た め 、 カ メ ラ の 数 が 比 較 的 に 少 な い シ ン プ ル な 構
造 で あ る に も 拘 わ ら ず 、 撮 影 時 に 死 角 を 生 じ さ せ る こ と な く 、 所 望 す る 部 位 を 効 率 的 に 検
査 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 治 療 装 置 に つ い て 、 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ ～ 図 ４ は
、 ぞ れ ぞ れ 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 外 観 図 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 内 部 を 透 視 し た 状 態 を 示 す
説 明 図 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 内 部 構 造 を 示 す 説 明 図 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 制 御 機 構 を 示 す
ブ ロ ッ ク 図 で あ る （ な お 、 図 ２ お よ び 図 ３ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 内 部 構 造 の 一 部 を 省 略
し て 示 し た も の で あ る ） 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 カ プ セ ル 内 視 鏡 １ は 、 硬 質 の 合 成 樹 脂 に よ っ て 球 状 （ 直 径 約 １ ０ ｍ ｍ ） に 形 成 さ れ た カ
プ セ ル ２ 内 に 、 生 体 内 部 を 撮 影 す る た め の ４ 個 の カ メ ラ ４ ａ ， ４ ｂ ， ４ ｃ ， ４ ｄ 、 撮 影 用
の 光 源 で あ る ４ 個 の 発 光 体 ３ ， ３ ・ ・ 、 自 己 の 姿 勢 を 検 知 す る た め の 姿 勢 セ ン サ ５ 、 電 源
で あ る バ ッ テ リ ６ 、 作 動 を 制 御 す る た め の 制 御 回 路 １ ２ 、 外 部 と 信 号 の 送 受 信 を 行 う た め
の 送 受 信 回 路 １ ３ 等 を 内 蔵 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 各 カ メ ラ ４ ａ ， ４ ｂ ・ ・ は 、 全 周 方 向 に 亘 っ て ２ ２ ５ 度 の 角 度 に 亘 っ て 画 像 を 撮 影 す る
こ と が で き る 広 角 な レ ン ズ ７ を 本 体 ８ に 取 り 付 け た Ｃ Ｃ Ｄ （ 固 体 撮 像 素 子 ） カ メ ラ で あ る
。 ま た 、 各 カ メ ラ ４ ａ ， ４ ｂ ・ ・ は 、 被 写 体 に 対 し て 自 動 的 に 焦 点 を 合 わ せ る こ と が で き
る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 各 カ メ ラ ４ ａ ， ４ ｂ ・ ・ は 、 球 状 の カ プ セ ル ２ の 表 面 で あ
っ て カ プ セ ル ２ に 内 接 す る 正 四 面 体 の 各 頂 点 に 相 当 す る 位 置 に （ す な わ ち 、 各 カ メ ラ ４ ａ
， ４ ｂ ・ ・ の 設 置 位 置 を 結 ぶ と 正 四 面 体 を 構 成 す る よ う に ） 、 レ ン ズ ７ の み を 外 部 に 露 出
さ せ た 状 態 で 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 各 発 光 体 ３ ， ３ ・ ・ は 、 光 を 拡 散 さ せ る た め の レ ン ズ で Ｌ Ｅ Ｄ の 前 方 を 覆 っ た も
の で あ り 、 各 カ メ ラ ４ ａ ， ４ ｂ ・ ・ と 同 様 に 、 球 状 の カ プ セ ル ２ の 表 面 で あ っ て カ プ セ ル
２ に 内 接 す る 正 四 面 体 の 各 頂 点 に 相 当 す る 位 置 に 設 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 周 囲 の ３ つ の
カ メ ラ ４ ａ ， ４ ｂ ・ ・ か ら 等 間 隔 に 離 反 し た 状 態 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 方 、 姿 勢 セ ン サ ５ は 、 金 属 球 ９ と ４ 本 の バ ネ １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ ， １ ０ ｄ と に よ
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っ て 構 成 さ れ て い る 。 各 バ ネ １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ・ ・ の 片 方 の 端 縁 は 、 そ れ ぞ れ 、 各 カ メ ラ ４
ａ ， ４ ｂ ・ ・ の 本 体 ８ の 基 端 に 固 着 さ れ て お り 、 各 バ ネ １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ・ ・ の 他 方 の 端 縁
は 、 金 属 球 ９ に 固 着 さ れ て い る （ 正 確 に は 、 金 属 球 ９ の 表 面 に 、 内 接 す る 正 四 面 体 の 各 頂
点 に 相 当 す る 位 置 に 固 着 さ れ て い る ） 。 各 バ ネ １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ・ ・ は 、 質 量 お よ び バ ネ 定
数 を 同 じ く す る も の で あ り 、 同 じ 位 置 に 歪 み セ ン サ １ １ が 設 置 さ れ て い る 。 な お 、 歪 み セ
ン サ １ １ は 、 い わ ゆ る 歪 み ゲ ー ジ で あ り 、 各 バ ネ １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ・ ・ の 線 条 に 沿 っ て 設 置
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 カ プ セ ル ２ の 内 部 に は 、 バ ッ テ リ ６ 、 制 御 回 路 １ ２ 、 送 受 信
回 路 １ ３ が 、 カ プ セ ル ２ の 内 面 に 当 着 さ れ た 状 態 で 設 置 さ れ て い る 。 各 カ メ ラ ４ ａ ， ４ ｂ
・ ・ お よ び 各 発 光 体 ３ ， ３ ・ ・ は 、 配 線 １ ４ ， １ ４ ・ ・ に よ っ て バ ッ テ リ ６ に 接 続 さ れ て
お り 、 制 御 回 路 １ ２ は 、 配 線 １ ５ ， １ ５ に よ っ て バ ッ テ リ ６ お よ び 送 受 信 回 路 １ ３ に 接 続
さ れ て い る 。 ま た 、 各 バ ネ １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ・ ・ に 取 り 付 け ら れ た 各 歪 み セ ン サ １ １ ， １ １
・ ・ は 、 配 線 １ ６ ， １ ６ ・ ・ に よ っ て 制 御 回 路 １ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 配 線 １ ４ ，
１ ４ ・ ・ お よ び 配 線 １ ５ ， １ ５ は 、 姿 勢 セ ン サ ５ の 各 バ ネ １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ・ ・ と 絡 ま な い
よ う に 、 カ プ セ ル ２ の 内 面 に 沿 っ て 配 設 さ れ て い る 。 さ ら に 、 各 歪 み セ ン サ １ １ ， １ １ ・
・ と 制 御 回 路 １ ２ と を 接 続 し た 配 線 １ ６ ， １ ６ ・ ・ は 、 バ ネ １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ・ ・ と 接 触 し
た 場 合 で も バ ネ １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ・ ・ の 伸 縮 に 影 響 を 与 え な い よ う に 、 バ ネ １ ０ ａ ， １ ０ ｂ
・ ・ に 比 較 し て 十 分 に 細 い 線 条 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 方 、 図 ５ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ と 信 号 の 送 受 信 を 行 う た め の 送 受 信 装 置 の 構 成 を 示
し た も の で あ り 、 送 受 信 装 置 １ ７ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ と 信 号 の 送 受 信 を 行 う 制 御 装 置
１ ８ を 、 所 定 の 信 号 を 入 力 す る た め の 入 力 手 段 ２ ０ 、 お よ び 、 画 像 を モ ニ タ リ ン グ す る た
め の テ レ ビ モ ニ タ １ ９ に 接 続 し た も の で あ る 。 制 御 装 置 １ ８ 内 に は 、 制 御 回 路 ２ １ 、 送 受
信 回 路 ２ ２ 、 記 憶 手 段 ２ ３ が 設 け ら れ て お り 、 制 御 回 路 ２ １ が 入 力 手 段 ２ ０ お よ び テ レ ビ
モ ニ タ １ ９ と 接 続 さ れ た 状 態 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 胃 等 の 部 位 を 検 査 す る 場 合 に お け る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ の 作 動 内 容 に つ い て 説 明
す る 。 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ を 使 用 す る 場 合 に は 、 被 検 者 は 、 通 常 の カ プ セ ル 型 の 薬 剤 を 経
口 す る よ う に カ プ セ ル 内 視 鏡 １ を 経 口 す る 。 経 口 さ れ た カ プ セ ル 内 視 鏡 １ は 、 通 常 の 食 物
と 同 様 に 、 生 体 内 部 を 流 下 し て 検 査 を 所 望 す る 部 位 （ た と え ば 、 胃 等 ） ま で 到 達 す る 。 な
お 、 生 体 内 部 を 流 下 し た カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ は 、 消 化 さ れ る こ と な く 体 外 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 カ プ セ ル 内 視 鏡 １ を 経 口 し た 後 に 、 検 査 作 業 者 が 、 送 受 信 装 置 １ ７ の 入 力 手 段 ２ ０ に よ
り 所 定 の 作 動 開 始 信 号 を 入 力 す る と 、 そ の 作 動 開 始 信 号 が 送 受 信 回 路 ２ ２ を 介 し て 電 波 と
し て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ の 送 受 信 回 路 １ ３ へ 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ は 、 送 受 信 回 路 １ ３ を 介 し て 作 動 開 始 信 号 を 受 信 す る と 、 バ ッ テ リ
６ か ら の 電 源 を 各 発 光 体 ３ ， ３ ・ ・ お よ び 各 カ メ ラ ４ ａ ， ４ ｂ ・ ・ へ と 供 給 す る 。 そ れ に
よ り 、 各 発 光 体 ３ ， ３ ・ ・ が 一 斉 に 発 光 を 開 始 す る と 同 時 に 、 各 カ メ ラ ４ ａ ， ４ ｂ ・ ・ が
、 一 斉 に 撮 影 を 開 始 す る 。 そ し て 、 各 カ メ ラ ４ ａ ， ４ ｂ ・ ・ に よ っ て 撮 影 さ れ た 映 像 （ ３
つ の 映 像 ） は 、 「 映 像 情 報 」 と し て 制 御 回 路 １ ２ へ と 送 信 さ れ 、 送 受 信 回 路 １ ３ を 介 し て
電 波 と し て 外 部 へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 経 口 さ れ た カ プ セ ル 内 視 鏡 １ は 、 生 体 内 部 を 転 動 し な が ら 流 下 す る が 、 そ の 際 に
、 姿 勢 セ ン サ ５ に よ っ て 、 自 身 の 姿 勢 を 認 識 し 、 「 姿 勢 情 報 」 と し て 外 部 に 出 力 す る 。 す
な わ ち 、 金 属 球 ９ に 重 力 が 作 用 す る と 、 各 バ ネ １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ・ ・ に 伸 長 応 力 お よ び 収 縮
応 力 が 作 用 す る が 、 そ の と き に 各 歪 み セ ン サ １ １ ， １ １ ・ ・ は 、 そ の 伸 長 応 力 あ る い は 収
縮 応 力 を 検 知 し て 、 制 御 回 路 １ ２ へ と 送 信 す る 。 一 方 、 制 御 回 路 １ ２ に は 、 図 示 し な い 記
憶 手 段 が 設 け ら れ て お り 、 そ の 記 憶 手 段 に は 、 予 め 、 各 バ ネ １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ・ ・ に 加 わ る
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応 力 と カ プ セ ル 内 視 鏡 １ の 姿 勢 （ す な わ ち 、 バ ネ １ ０ ａ に 沿 っ た 主 軸 と 鉛 直 軸 と の な す 角
度 お よ び 主 軸 と 基 準 水 平 軸 と の な す 角 度 ） と が 対 応 付 け ら れ て 「 姿 勢 基 準 デ ー タ 」 と し て
記 憶 さ れ て い る 。 そ し て 、 制 御 回 路 １ ２ は 、 各 バ ネ １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ・ ・ の 歪 み セ ン サ １ １
， １ １ ・ ・ か ら 伸 長 応 力 や 収 縮 応 力 が 送 信 さ れ る と 、 そ の 「 姿 勢 基 準 デ ー タ 」 に 基 づ い て
、 撮 影 時 に お け る 姿 勢 （ す な わ ち 、 主 軸 と 鉛 直 軸 と の な す 角 度 お よ び 主 軸 と 基 準 水 平 軸 と
の な す 角 度 ） を 認 識 す る 。 そ し て 、 そ の 認 識 さ れ た 姿 勢 を 「 姿 勢 情 報 」 と し て 、 各 カ メ ラ
４ ａ ， ４ ｂ ・ ・ の 「 映 像 情 報 」 と と も に 、 送 受 信 回 路 １ ３ を 介 し て 外 部 へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 送 受 信 装 置 １ ７ は 、 送 受 信 回 路 ２ ２ に よ っ て 各 カ メ ラ ４ ａ ， ４ ｂ ・ ・ の 「 映 像 情
報 」 お よ び 「 姿 勢 情 報 」 を 受 信 す る と 、 制 御 回 路 ２ １ に よ り 、 受 信 し た 各 「 映 像 情 報 」 を
映 像 信 号 に 変 換 し て 、 別 々 に テ レ ビ モ ニ タ １ ９ に 出 力 す る 。 検 査 作 業 者 は 、 テ レ ビ モ ニ タ
１ ９ に 出 力 さ れ た 各 映 像 を 見 る こ と に よ っ て 、 胃 等 の 検 査 部 位 の 状 態 を 把 握 す る こ と が で
き る 。 ま た 、 検 査 部 位 に 異 常 が 見 ら れ た 場 合 に は 、 そ の 異 常 が 検 知 さ れ た 「 映 像 情 報 」 と
対 応 し た 「 姿 勢 情 報 」 か ら 、 当 該 異 常 箇 所 の 検 査 部 位 に お け る 位 置 を 把 握 す る こ と が で き
る （ た と え ば 、 被 験 者 が 仰 向 け の 状 態 で 胃 の 検 査 を し た 場 合 で あ っ て 、 「 姿 勢 情 報 」 で あ
る 主 軸 と 鉛 直 軸 と の な す 角 度 お よ び 主 軸 と 基 準 水 平 軸 と の な す 角 度 が と も に ０ 度 で あ る 場
合 に は 、 カ メ ラ ４ ａ の 映 像 が 胃 の 上 部 を 撮 影 し た も の で あ る こ と を 把 握 す る こ と が で き る
） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ は 、 上 記 の 如 く 、 カ プ セ ル ２ が 球 状 に 形 成 さ れ て い る の で 、 生 体 内
部 （ た と え ば 、 食 道 や 消 化 器 の 内 部 ） を ス ム ー ズ に 流 下 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 カ プ
セ ル ２ 内 に ４ つ の カ メ ラ ４ ａ ， ４ ｂ ・ ・ が 設 置 さ れ て お り 、 同 一 の 姿 勢 で 同 時 に 全 方 位 の
「 映 像 情 報 」 を 入 手 す る こ と が で き る の で 、 撮 影 に お い て 死 角 を 生 じ さ せ ず 、 所 望 す る 部
位 を く ま な く 検 査 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ は 、 姿 勢 セ ン サ ５ が 内 蔵 さ れ て お り 、 そ の 姿 勢 セ ン サ ５ が 検
出 し た 自 己 の 姿 勢 に 関 す る 「 姿 勢 情 報 」 を 外 部 に 出 力 す る こ と が で き る た め 、 胃 等 の 検 査
部 位 に 異 常 が 見 ら れ た 場 合 に は 、 そ の 異 常 が 検 知 さ れ た 「 映 像 情 報 」 と 対 応 し た 「 姿 勢 情
報 」 に 基 づ い て 、 当 該 異 常 箇 所 の 検 査 部 位 に お け る 位 置 を 非 常 に 容 易 に 把 握 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ は 、 各 カ メ ラ ４ ａ ， ４ ｂ ・ ・ が カ プ セ ル ２ に 内 接 す る 正 四
面 体 の 各 頂 点 に 相 当 す る 位 置 に 設 置 さ れ て い る た め 、 カ メ ラ の 数 が 比 較 的 に 少 な い シ ン プ
ル な 構 成 で あ る に も 拘 わ ら ず 、 撮 影 時 に 死 角 を 生 じ さ せ る こ と な く 、 所 望 す る 部 位 を 効 率
的 に 検 査 す る こ と が で き る 。 加 え て 、 各 カ メ ラ ４ ａ ， ４ ｂ ・ ・ に 極 端 に 広 角 な レ ン ズ を 用
い る 必 要 が な い の で 、 製 造 コ ス ト も 安 価 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 本 発 明 の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 構 成 は 、 上 記 実 施 形 態 の 態 様 に 何 ら 限 定 さ れ る も の
で は な く 、 カ メ ラ 、 発 光 体 、 姿 勢 セ ン サ 等 の 構 成 を 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 適
宜 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 た と え ば 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 は 、 上 記 実 施 形 態 の 如 く 、 ４ 個 の カ メ ラ を 内 蔵 し た も の に
限 定 さ れ ず 、 ２ 個 あ る い は ３ 個 の カ メ ラ を 設 け た も の や 、 ５ 個 以 上 の カ メ ラ を 設 け た も の
に 変 更 す る こ と も 可 能 で あ る 。 な お 、 上 記 実 施 形 態 の 如 く ４ 個 の カ メ ラ を 内 蔵 さ せ た 場 合
に は 、 カ プ セ ル を さ ほ ど 大 き な も の と す る こ と な く 全 方 位 の 同 時 撮 影 が 可 能 な も の と す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 は 、 外 部 か ら の 指 令 に よ っ て バ ッ テ リ か ら カ メ ラ 等 へ の 電 源 供
給 を Ｏ Ｎ ・ Ｏ Ｆ Ｆ す る も の に 限 定 さ れ ず 、 付 設 さ れ た ス イ ッ チ の 操 作 に よ っ て 電 源 供 給 を
Ｏ Ｎ ・ Ｏ Ｆ Ｆ す る も の に 変 更 す る こ と も 可 能 で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 は 、 被 検 者 の 周 囲 に 配 置 さ れ る 位 置 セ ン サ に よ っ て 存 在 位 置
を 詳 細 に 確 認 で き る も の に 変 更 す る こ と も 可 能 で あ る 。 か か る 構 成 を 採 用 す れ ば 、 検 査 部
位 に 異 常 が 見 ら れ た 場 合 に 、 位 置 セ ン サ に よ っ て 得 ら れ る 位 置 情 報 と 姿 勢 情 報 と か ら 異 常
箇 所 の 検 査 部 位 に お け る 位 置 を よ り 正 確 に 把 握 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 は 、 上 記 実 施 形 態 の 如 く 、 姿 勢 セ ン サ を 内 蔵 し た も の に 限 定 さ
れ ず 、 所 定 の 部 位 か ら 被 検 者 の 周 囲 に 配 置 さ れ る 目 標 物 ま で の 距 離 を 測 定 す る こ と に よ っ
て 外 部 か ら 姿 勢 を 把 握 す る も の や 、 送 信 さ れ た 画 像 を 解 析 す る こ と に よ っ て 外 部 か ら 姿 勢
を 把 握 す る も の 等 に 変 更 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 加 え て 、 姿 勢 セ ン サ も 、 上 記 実 施 形 態 の 如 く 、 金 属 球 と バ ネ と を 用 い た 姿 勢 セ ン サ に 限
定 さ れ ず 、 球 状 に 形 成 し た 電 極 （ 正 極 あ る い は 負 極 ） 内 に 他 極 と し て 機 能 す る 金 属 球 等 を
封 入 し た 姿 勢 セ ン サ 等 に 変 更 す る こ と も 可 能 で あ る 。 な お 、 上 記 実 施 形 態 の 如 く 、 金 属 球
と バ ネ と か ら な る 姿 勢 セ ン サ を 用 い た 場 合 に は 、 カ プ セ ル 内 で 大 き な ス ペ ー ス を 必 要 と す
る こ と な く 設 置 で き る 上 、 非 常 に 感 度 良 く 姿 勢 を 検 知 す る こ と が で き る 、 と い う メ リ ッ ト
が あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 は 、 上 記 の 如 く 優 れ た 機 能 を 有 す る も の で あ る か ら 、 経 口 し
て 生 体 の 内 部 を 撮 影 す る た め の 装 置 と し て 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 内 部 を 透 視 し た 状 態 を 示 す 説 明 図 （ 内 部 構 造 の 一 部 を 省 略 し
て 示 し た も の ） で あ る 。
【 図 ３ 】 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 内 部 構 造 を 一 部 省 略 し て 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 制 御 機 構 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 送 受 信 装 置 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 １ ・ ・ カ プ セ ル 型 内 視 鏡 、 ２ ・ ・ カ プ セ ル 、 ４ ａ ～ ４ ｄ ・ ・ カ メ ラ 、 ５ ・ ・ 姿 勢 セ ン サ
、 ９ ・ ・ 金 属 体 、 １ ０ ａ ～ １ ０ ｄ ・ ・ バ ネ 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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